
なら民俗通信一覧表　1990.3～

回数 題 執筆者 掲載年月日

300 相撲のはなし 西村博美 2020/9/4

299 大和の大和の源九郎はん 西村博美 2020/8/7

298 今こそ奈良をあるくみるきく 勺　禰子 2020/7/3

297 おはなしのおじさん―久留島武彦と奈良 西村博美 2020/6/5

296 疫病と与謝野晶子 勺　禰子 2020/5/1

295 英国バースの辻音楽師 西村博美 2020/4/3

294 東北大震災と日和山 岩城こよみ 2020/3/6

293 旅する女神 西村博美 2020/2/7

292 奈良の飛鳥と御霊信仰 西村博美 2019/12/6

291 ユウガオの話 西村博美 2019/11/1

290 二荒山神社「花会祭」と森口奈良吉 西村博美 2019/10/4

289 竹取の民俗　かぐや姫のものがたり　その４ 西村博美 2019/9/6

288 竹取の民俗　かぐや姫のものがたり　その３ 西村博美 2019/8/2

287 竹取の民俗　かぐや姫のものがたり　その２ 西村博美 2019/7/5

286 竹取の民俗　かぐや姫のものがたり　その１ 西村博美 2019/6/7

285 ヤハウェの即位式と大嘗祭 西村博美 2019/5/3

284 植村正久と新嘗感謝 西村博美 2019/4/5

283 『吉野大峯・高野ルート』を世界遺産へ」（下） 鈴木英一 2019/3/1

282 『吉野大峯・高野ルート』を世界遺産へ」（上） 鈴木英一 2019/2/1

281 森口奈良吉と「吉野離宮」その２ 西村博美 2018/12/7

280 森口奈良吉と「吉野離宮」その１ 西村博美 2018/11/2

279 町会所文書から見える奈良町の自治—手貝・井上町の文書調査 神野武美 2018/10/5

278 神仏信仰とともにある会所—奈良町モノ語り調査から⑥ 勝野　一 2018/9/7

277 奈良町の会所のルーツと特色—奈良町モノ語り調査から⑤ 清水和彦 2018/8/3

276 岸田日出男の遺したもの 松田　度 2018/7/6

275 旦那衆の山のぼり－吉野群峯踏破記そ３ 西村博美 2018/6/1

274 旦那衆の山のぼり－吉野群峯踏破記その２ 西村博美 2018/5/4

273 旦那衆の山のぼり－吉野群峯踏破記その１ 西村博美 2018/4/6

272 奈良町の民俗文化と「くらし博物館機構」—奈良町モノ語り調査から④ 鹿谷　勲 2018/3/2

271 奈良吉と奈良丸―浪曲・浪花節のはなし 西村博美 2018/2/2

270 折口信夫と二上山－山に会う子どもたち 西村博美 2017/12/1

269 歌人・竹尾ちよと奈良①　ことばを愛しむ 勺　禰子 2017/11/4

268 町家は街の歴史博物館—奈良町モノ語り調査から③ 神野武美 2017/10/6

267 商家のくらしとモノ—奈良町モノ語り調査から② 清水和彦 2017/9/1

266 蘇った軍医の遺品—奈良町モノ語り調査から① 勝野　一 2017/8/4

265 猿沢池のはなし 西村博美 2017/7/7

264 宮司さんと河童（水谷川忠麿） 西村博美 2017/6/2

263 熊楠と奈良吉 西村博美 2017/5/5

262 堀内民一の大和万葉（その２） 西村博美 2017/4/7

261 堀内民一の大和万葉 西村博美 2017/3/3

260 サチ（幸）の民俗学 西村博美 2017/2/3

259 柳田國男の『火の昔』（下） 武智　功 2016/12/16

258 柳田國男の『火の昔』（上） 武智　功 2016/12/2

257 「ムスビ」と「キ」と「ヒ」と（２） 西村博美 2016/11/4

256 「ムスビ」と「キ」と「ヒ」と（１） 西村博美 2016/10/7

255 折口信夫と水木直箭 西村博美 2016/9/2

254 「川祭り」の河童と折口信夫（その２） 西村博美 2016/8/5

253 「川祭り」の河童と折口信夫（その１） 西村博美 2016/7/1

252 折口信夫と森口武男 西村博美 2016/6/3

251 「大立山まつり」について（下）　県内の立山行事 鹿谷　勲 2016/5/13

250 「大立山まつり」について（中） 鹿谷　勲 2016/4/1

249 「大立山まつり」について（上） 鹿谷　勲 2016/3/4

248 生駒の原風景　ベンズリの道 鹿谷　勲 2016/2/5

247 奈良晒と伝統工芸展　　人・モノ・博物館⑩ 鹿谷　勲 2015/12/4

246 生駒歌劇について 鹿谷　勲 2015/11/6

245 民俗の道　　　人・モノ・博物館⑨ 鹿谷　勲 2015/10/2

244 時代と短歌　―与謝野晶子の選んだ新聞短歌から― 勺　禰子 2015/9/4

243 「常世神事件」の謎　―古代の明日香と常世神信仰― 武智　功 2015/8/7

242 「灯心ひき」の技術　　安堵町無形民俗文化財 橋本紀美 2015/7/3

241 学芸員の飛行機　　人・モノ・博物館⑧ 鹿谷　勲 2015/6/5

240 「おまえたちの時世は過ぎた。世の中は進んだのだ」　新美南吉の「おじいさんのランプ」 高橋秀夫 2015/5/1

239 芝居への情熱　―物語を楽しむ演劇空間― 鹿谷　勲 2015/4/3

238 火の民俗 鹿谷　勲 2015/3/6

237 狐忠信の構想　　―「吉野拾遺」から「義経千本桜」へ― 西瀬英紀 2015/2/6

236 受け継がれていく信仰 上田喜江 2014/12/5

235 生駒で受け継ぐ①　賑わいを生み出す力 勺　禰子 2014/11/7

234 日本の民俗を聞く　 鹿谷　勲 2014/10/3

233 自然（じねん）への憧憬　学園前から見つめる 高橋秀夫 2014/9/5
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232 民具の体系化　　人・モノ・博物館⑦ 鹿谷　勲 2014/8/1

231 矢田の大工村　―大工頭中井家の軌跡③― 中井敏雄 2014/7/4

230 民俗建築の保存　人・モノ・博物館⑥ 鹿谷　勲 2014/6/6

229 七重の郡山城天守閣　―大工頭中井家の軌跡②― 中井敏雄 2014/5/2

228 七重の郡山城天守閣　―大工頭中井家の軌跡①― 中井敏雄 2014/4/4

227 野にありて目、耳をすます　―姫田忠義の映像民俗学に学ぶ― 高橋秀夫 2014/3/7

226 民俗図像としての絵馬　　人・モノ・博物館⑤ 鹿谷　勲 2014/2/7

225 大野弁を集める 福居健作 2013/12/6

224 民俗における酒 鹿谷　勲 2013/11/1

223 生駒あるくみるきく⑩　参道の新たなにぎわい 勺　禰子 2013/10/4

222 奥吉野と国中の盆踊り 鹿谷　勲 2013/9/6

221 西大和の民俗　 鹿谷　勲 2013/8/2

220 生駒あるくみるきく⑨　百年目の道普請 勺　禰子 2013/7/5

219 庶民の生活文化への関心 鹿谷　勲 2013/6/7

218 地蔵堂は語る　―田原本陣屋町・寺内町の地蔵盆― 濱川利郎 2013/5/3

217 生駒あるくみるきく⑧　新道の子として　 勺　禰子 2013/4/5

216 民俗文化財の調査（１）　　人・モノ・博物館④ 鹿谷　勲 2013/3/1

215 生駒あるくみるきく⑦　道に出てきたお地蔵さま 勺　禰子 2013/2/1

214 春日大社　近世のお正月　　厳正な神事の八日間 松村和歌子 2013/1/11

213 生駒あるくみるきく⑥　生駒大師堂を巡る人々 勺　禰子 2012/12/7

212 民俗芸能の特別公開　　人・モノ・博物館③ 鹿谷　勲 2012/11/2

211 神を祭り歌い踊る大和人　―民博企画展「大和の祭りと芸能」から― 鹿谷　勲 2012/10/5

210 生駒あるくみるきく⑤　門前町に生きる 勺　禰子 2012/9/7

209 大和の瓦質祠・瓦質灯籠 角南聡一郎 2012/8/3

208 生駒あるくみるきく④　隧道（トンネル）をつくった人々 勺　禰子 2012/7/6

207 民俗文化財の指定　　人・モノ・博物館② 鹿谷　勲 2012/6/1

206 生駒あるくみるきく③　受け継がれるくらし 勺　禰子 2012/5/4

205 映像に残る人々　人・モノ・博物館① 鹿谷　勲 2012/4/6

204 生駒あるくみるきく②　大看板が見守る酒屋の90年 勺　禰子 2012/3/2

203 「吉野大塔の坪杓子製作技術」の記録選択について 森本仙介 2012/2/10

202 生駒あるくみるきく①　目立て屋さんの半世紀 勺　禰子 2012/1/6

201 しぐさの民俗 鹿谷　勲 2011/12/2

200 民俗と写真　―写真展「私がとらえた大和の民俗」に寄せて　― 鹿谷　勲 2011/11/4

199 大和高原文化の会について 植村勝彌 2011/10/7

198 大和の太鼓　ーなら民博企画展「モノまんだらⅡ　太鼓とカネ」から（下） 鹿谷　勲 2011/9/2

197 樒の民俗 阿波谷俊宏 2011/8/5

196 大和の太鼓ーなら民博企画展「モノまんだらⅡ　太鼓とカネ」から（上） 鹿谷　勲 2011/7/8

195 亀鉦異聞 阿波谷俊宏 2011/6/3

194 大和小泉と折口信夫 西村博美 2011/4/1

193 大和高原の祭りと民俗芸能から（下）　都祁吐山・下部神社の太鼓踊り 岩坂七雄 2011/3/4

192 大和高原の祭りと民俗芸能から（上）　奈良市上深川町・八柱神社の題目立 岩坂七雄 2011/2/4

191 博物館による地域の活性化 伊藤廣之 2011/1/7

190 民俗芸能の伝承―丹生の太鼓取り― 鹿谷　勲 2010/12/10

189 生き証し仏 阿波谷俊宏 2010/11/5

188 吉野の民謡と福西弘行 鹿谷　勲 2010/10/1

187 モノとは何か（３）民俗展示について 鹿谷　勲 2010/9/3

186 モノとは何か（２）クジ 鹿谷　勲 2010/8/6

185 モノとは何か（１）袋 鹿谷　勲 2010/7/2

184 当麻れんぞと万部おねり 阿波谷俊宏 2010/6/4

183 遷都1300年と「生活の古典としての民俗学」 鹿谷　勲 2010/4/2

182 供花 阿波谷俊宏 2010/3/5

181 平城宮跡保存と地元住民 藤本仁文 2010/2/5

180 中将姫と諸相 阿波谷俊宏 2009/12/4

179 「奈良大和路の年中行事」の刊行 安井善徳 2009/11/6

178 天川村の木地屋集落 森本仙介 2009/10/2

177 山添村遅瀬の藤箕 森本仙介 2009/9/4

176 奈良茶碗 鹿谷　勲 2009/8/7

175 ヒョウギとネギ―吉野の木かご― 森本仙介 2009/6/5

174 五輪塔 阿波谷俊宏 2009/5/1

173 「大和の祭文音頭」公演を見て 長谷川嘉和 2009/4/3

172 民俗写真について 鹿谷　勲 2009/3/6

171 香談 阿波谷俊宏 2009/2/6

170 「春日大宮若宮御祭礼図」の誕生 幡鎌一弘 2008/12/5

169 『吉野山林　写真帳』のこと 谷弥兵衛 2008/11/7

168 資料としての古写真 森本仙介 2008/10/3

167 大和北部八十八カ所を巡って 安井善徳 2008/8/1

166 蓮あれこれ 阿波谷俊宏 2008/7/4

165 南都の舞と楽を楽しむ 樋口昭 2008/6/6

2/5



なら民俗通信一覧表　1990.3～

回数 題 執筆者 掲載年月日

164 吉野林業と民俗学、博物館の役割 森本仙介 2008/5/2

163 年忌法事 阿波谷俊宏 2008/4/4

162 人形たちの宴　県立民俗博物館のひなまつり展から 横山浩子 2008/3/7

161 山村交易の盛衰　坪杓子の道さぐる 伊藤廣之 2008/2/1

160 大和の食文化 鹿谷　勲 2007/12/7

159 橋 阿波谷俊宏 2007/11/2

158 特別展「木を育て、山に生きる―吉野・山林利用の民俗誌」 森本仙介 2007/10/5

157 民具と回想法 永田操 2007/9/7

156 伊勢万歳の旅 村上紀夫 2007/8/3

155 来訪神からみた住まい 森隆男 2007/7/6

154 民具と福祉 鹿谷　勲 2007/6/1

153 公演「大和の念仏の調べ」 樋口昭 2007/5/4

152 県指定文化財になった牛耕用具 岩宮隆司 2007/4/6

151 涅槃会随想 阿波谷俊宏 2007/3/2

150 「吉野林業用具と林産加工用具」の整理作業を終えて 森本仙介 2007/2/2

149 おん祭の特別民俗芸能公開 鹿谷　勲 2006/12/1

148 瓦質製品からみたヤマ・サト・マチの民間信仰 角南聡一郎 2006/11/3

147 古絵図の胎金堂 植田啓司 2006/10/6

146 八㍉がとらえた大和の風土とはたらく人々　民俗映像上映会のこと 鹿谷　勲 2006/9/1

145 奈良町の小祠　元林院町の八王子神社と四ノ室神社 絹谷真康 2006/8/4

144 施餓鬼会と民俗 阿波谷俊宏 2006/7/7

143 生駒高山民俗誌④　稲の一生 高田照世 2006/6/2

142 生駒の祭礼 錦好見 2006/5/5

141 奈良町と中将姫―豊成公中将姫の石塔をめぐって― 阿波谷俊宏 2006/4/？

140 秋篠音楽堂「第６回ならの音・金峯山寺の音」公開記 田中利典 2006/3/3

139 アジアと民俗学―第８回国際アジア民俗学会に参加して 鹿谷　勲 2006/2/3

138 徳融寺の梵鐘 阿波谷俊宏 2005/12/2

137 食をめぐる民俗―アイ（間）とトッキョリ（時折）　県立民俗博物館の特別展から 横山浩子 2005/10/7

136 ことしの近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会　人形芝居と奈良阪の翁舞 鹿谷　勲 2005/9/9

135 奈良の文化三不思議―歴史博物館・県史・郷土史学会のこと 片桐良造 2005/8/5

134 盆まつり小考 阿波谷俊宏 2005/7/1

133 二つの八幡神社―郡山八幡と薬園八幡― 往西美沙 2005/6/3

132 城下町の地蔵盆―大和郡山市を事例に― 往西美沙 2005/5/2

131 八島の六歳念仏　六歳念仏 阿波谷俊宏 2005/4/1

130 民俗芸能から大衆芸能へ　秋篠音楽堂第３回伝統芸能公演「万歳と漫才」を見て 宮田繁幸 2005/3/4

129 昨年の民俗芸能公開 鹿谷　勲 2005/2/4

128 御回在と民俗 阿波谷俊宏 2004/12/3

127 生駒高山民俗誌③　今に息づく高山のモリ 高田照世 2004/11/5

126 生駒高山民俗誌②　近世高山村の社寺の祭り 高田照世 2004/11/2

125 奉納絵馬でたどる彩色のうつろい―江戸から明治へ― 山内章 2004/10/30

124 茶の利用の原点を探る　橿原市中曽司に残る「挽茶」の世界② 寺田孝重 2004/10/5

123 茶の利用の原点を探る　橿原市中曽司に残る「挽茶」の世界① 寺田孝重 2004/10/1

122 中性高山荘の世界　高山民俗誌① 高田照世 2004/9/3

121 大峯山の絵図と絵葉書 森下惠介 2004/8/6

120 元林院町の絵屋橋 絹谷真康 2004/7/2

119 「伊勢音頭と槌」補訂譚 近江昌司 2004/6/4

118 骨おさめと散骨 阿波谷俊宏 2004/5/7

117 伊勢音頭と槌 近江昌司 2004/4/2

116 秋篠音楽堂第２回伝統芸能公演「大和の祝い唄」を楽しむ 吉田伊佐夫 2004/3/5

115 餅飯殿町の山上講 山形隆司 2004/2/6

114 「忘れられた索道」―京終から小倉まで 松藤貞人 2004/1/9

113 奈良町と徳融寺―子供文化クラブと踊り念仏― 阿波谷俊宏 2003/12/5

112 紅葉狩Ⅱ 近江昌司 2003/11/25

111 紅葉狩Ⅰ 近江昌司 2003/11/7

110 花町元林院町の今昔 絹谷真康 2003/10/3

109 奈良町の民俗誌 鹿谷　勲 2003/9/5

108 蓮と蓮華会 鹿谷　勲 2003/7/4

107 大和の湯立神楽 鹿谷　勲 2003/6/6

106 海と川の流し雛―五条市南阿田と岡山県北木島の流し雛行事― 有安美加 2003/5/2

105 大和のネハン行事 岩坂七雄 2003/4/4

104 秋篠音楽堂第１回伝統芸能公演「大和の神楽」について 片桐良造 2003/3/7

103 春日若宮おん祭と明治維新 幡鎌一弘 2002/12/10

102 奈良と忠臣蔵―<蘭奢待>を巡るつながり― 伊藤純 2002/12/6

101 伝承文化講座ことはじめ 有安美加 2002/11/1

100 お綱祭りと森本六爾―大正九年の六爾先生― 伊藤純 2002/10/4

99 「虫送り」考 近江昌司 2002/9/6

98 中国雲南省の瓦造り 薮中五百樹 2002/8/2

97 蹴鞠に関する一考察 淺川肇 2002/7/5
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96 奈良で見た北アフリカの大道芸「ググ」 鹿谷　勲 2002/6/7

95 「花見」と「国見」 近江昌司 2002/4/5

94 紀伊半島民俗芸能祭二〇〇一から 鹿谷　勲 2002/3/1

93 春日若宮おん祭の大名行列 幡鎌一弘 2001/12/7

92 蓮華―「いのちの花」から「死の花」へ― 稲城信子 2001/10～11？

91 「吉野風土記」から学ぶべきこと―主に大峯論争を中心にして 池田淳 2001/9/7

90 吉野史談会と『吉野風土記』 池田淳 2001/7/6

89 暮らしを支えた技術―「くらしの中の繊維工芸」展から 横山浩子 2001/6/1

88 松明と共存する鬼―薬師寺鬼追式の変遷― 福持昌之 2001/4/6

87 「アワシマさん」考～雛に秘められた女性の祈り～ 有安美加 2001/3/2

86 江戸時代の肉食経験 のびしょうじ 2001/2/2

85 春日若宮おん祭の主催者―別会五師と衆徒― 幡鎌一弘 2000/12/1

84 「郷土食の研究」の発見―昭和初期の奈良県の郷土食調査について― 安原美帆 2000/11/3

83 紀伊半島民俗芸能祭二〇〇〇―子どもたちへの伝承― 中村茂子 2000/10/6

82 鴨都波神社のススキ提灯 鹿谷　勲 2000/9/5

81 近世奈良町の夏祭り―梅本組春日永代神楽講について― 岩坂七雄 2000/8/4

80 「糸へん」は女系の領分　性役割と生業の関係をとらえる試み 有安美加 2000/7/7

79 大和における群小猿楽座　桧垣本猿楽 池田淳 2000/6/2

78 語りの豊かさを伝えるために　生活史調査に思うこと 斎藤直子 2000/5/5

77 家康公遺産のひとつ奈良晒白麻浴衣 西村綏子 2000/4？

76 江戸時代の衣服規制からみた奈良晒 西村綏子 2000/3/3

75 民俗芸能と学校教育（下） 鹿谷　勲 2000/2？

74 民俗芸能と学校教育（上） 鹿谷　勲 2000/1/7

73 近畿東海北陸民俗芸能祭99について 鹿谷　勲 1999/12/3

72 松の下の奈良奉行 幡鎌一弘 1999/11/5

71 「民俗空間地図」づくりの提唱 有安美加 1999/10/1

70 大和盆踊り事情３ 鹿谷　勲 1999/9/3

69 民俗資料から見た長谷寺の信仰　第62回の続編 甲田弘明 1999/8/6

68 民俗芸能の継承―21世紀へ 中村茂子 1999/7/2

67 興福寺多門院日記を読む（下）　物を運ぶ・隠す 平山敏治郎 1999/6/4

66 興福寺多門院日記を読む（上）　年違いのまじない 平山敏治郎 1999/5/7

65 奈良奉行川路聖謨日記を読む（下）　奈良の郷宿 平山敏治郎 1999/4/2

64 奈良奉行川路聖謨日記を読む（上）　奈良の案内人 平山敏治郎 1999/3/5

63 山本平左衛門日記を読む 平山敏治郎 1999/2/5

62 民俗資料から見た長谷寺の信仰 甲田弘明 1998/12/4

61 住民の一体感を演出した　紀伊半島民俗芸能祭98 中村茂子 1998/11/？

60 奈良の自然災害資料にみる民衆 有安美加 1998/10/2

59 今年の大和盆踊り事情 鹿谷　勲 1998/9/4

58 女性による祈りの講―生駒市萩の台の詠歌講 中谷八栄子 1998/8/7

57 山村の虫送り―上北山村西原の事例― 鹿谷　勲 1998/7/3

56 酒造りに関する民俗、民具研究（下） 青山淳二 1998/6/9

55 酒造りに関する民俗、民具研究（上） 青山淳二 1998/6/5

54 奈良の良医 平山敏治郎 1998/5/1

53 狂言師としての森川杜園（下） 宮本圭造 1998/4/3

52 狂言師としての森川杜園（上） 宮本圭造 1998/3/6

51 変わる大宿所―戦国から江戸へ― 幡鎌一弘 1998/2/27

50 行基菩薩と石造品（下） 藤沢典彦 1998/2/13

49 行基菩薩と石造品（上） 藤沢典彦 1998/2/6

48 江戸時代の大宿所 幡鎌一弘 1997/12/5

47 郷土の芸能文化と高校生―第21回全国高等学校総合文化祭によせて― 植木行宣 1997/11/7

46 大和盆踊り事情 鹿谷　勲 1997/10/3

45 閏正月の作法 平山敏治郎 1997/9/5

44 奈良の庭竈 平山敏治郎 1997/8/1

43 農耕と月　「オツキヨウカ」について 筒江薫 1997/7/4

42 浄瑠璃における大和万歳 西瀬英紀 1997/5/30

41 シーボルトの見た日本の瓦作り用具―「シーボルト父子の見た日本」展に寄せて― 小林章男 1997/2/14

40 春日大社石灯籠の話 松村和歌子 1996/11/29

39 東吉野の狩人 赤田光男 1996/8/30

38 ラフカディオ・ハーンと奈良 小林凡 1996/3/29

37 日本の祭りにおける聖なる子どもたち―おん祭に出仕する馬長児の例― 田尻陽一 1995/12/22

36 吉野の祭りと花笠 池田淳 1995/10/13

35 『奈良県風俗誌』について 鹿谷　勲 1995/8/8

34 安堵のナモデ踊りについて 橋本紀美 1995/5/26

33 大和高原山間村落における与力制度について 稲葉長輝 1995/2？

32 民俗学は地域の役に立つ学問か―計画の学としての可能性と課題― 有安美加 1994/11/22

31 曲物柄杓の民俗断片 岩井宏實 1994/7～10？

30 和算と算学―奈良市の算学を中心に― 木村房之 1994/6/24

29 近世春日社の祢宜（神人）について 松村和歌子 1994/4/15
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28 春日の神木―サカキ・杉からナギ・松へ― 大東延和 1994/2/11

27 近代奈良の生活史―奈良市周辺における明治・大正期の糞尿騒動について― 山上豊 1993/11/23

26 奈良県の自治体史編さん事業を通じて―近世・近現代史の成果と資料保存・公開 安彦勘吾 1993/7/5

25 奈良県のナレズシ 日比野光敏 1993/5/31

24 春日祭の前後儀 岡本彰夫 1993/4/2

23 赤米の話 岸田定雄 1993/1/29

22 奈良県の食生活―昭和初期の吉野町を中心に― 加藤雅子 1993/1/8

21 「採集の鬼」高田十郎―大和の民俗探訪②― 栢木喜一 1992/8/14

20 二夜三日籠り③ 平山敏治郎 1992/7/10

19 二夜三日籠り② 平山敏治郎 1992/7/3

18 二夜三日籠り① 平山敏治郎 1992/6/29

17 「和州祭礼記」の辻本好孝―大和の民俗探訪家①― 栢木喜一 1992/3/17

16 大和の茶業と山本平左衛門日記 寺田孝重 1992/2/22？

15 柳田国男の社会化教育への貢献 米田豊 1992/1/18

14 奈良市東部山間の秋祭り 岩坂七雄 1991/11/30？

13 音の民俗学 藤井明子 1991/10/12

12 民具の里十津川 勝山　毅 1991/9/7

11 ガキンドサン―大和の盆行事― 高谷重夫 1991/7/13

10 大和のおんだ祭 吉川雅章 1991/6/1

9 消えた信仰 岡本彰夫 1991/5/18

8 江戸時代の月ヶ瀬村の生活と文化―月ヶ瀬村史を書き終えて― 稲葉長輝 1991/3/16

7 山村と民具 青山淳二 1991/2/2

6 地震と世直し 鹿谷　勲 1991/1/5

5 東山中の三十三ヶ所霊場 島津俊之 1990/11/17

4 猿沢の池とその呪力 野本寛一 1990/8/25

3 郷墓の歴史と民俗―大和郡山市伝宝墓（デボバカ）の事例― 政岡伸洋 1990/6/26

2 古代大和の国境疫神祭 関口靖之 1990/4/21

1 東山中の十九夜講―女性の集いと祈り― 竹鼻廣三 1990/3/10
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